
金
部
古
蹴
志
器
四

脇
指
の
拭
被
ι
仰
付
-
け
る
に
、
E
宗
の
箱
の
内
へ
首
怖
の
御
腰
物
一

腰
入
り
て
有
v
之
。
光
市
拝
見
し
、
是
は
御
家
K
無
ν
限
切
麻
に
て
候
。

然
る
に
此
の
内
へ
入
れ
也
か
せ
ら
る
L

革
、
御
回
つ
よ
く
候
問
、
正

去
に
可
ν
成
物
と
被
i
u

一
思
召
-
て
の
都
怠
る
べ
し
。
測
を
情
に
入
れ
臨
問
者

候
は
w
為
、
疋
山
示
陀
可
v
成
候
間
新
出
り
皮
と
附
刷
ふ
。
老
中
経
絡
の
上
・
光

甫
に
被
ν
波
。
光
甫
諮
取
・
京
都
へ
腕
り
て
、
随
分
疋
宗
の
硝
陀
し

τ、
扱
江
戸
の
家
元
へ
桜
花
越
し
け
り
。
家
元
随
分
能
吉
出
来
の
物

注
れ
北
ハ
・
正
山
一需
に
は
不
ν
可
ν
成
と
て
極
め
宇
。
光
市
口
惜
し
吉
事
社
り

と
・
笠
夜
工
夫
を
と
ら
し
け
る
に
、
或
時
黄
昏
花
、
家
名
は
忘
れ
ね

六
布
術
門
と
い
ふ
心
易
く
す
る
町
人
来
り
け
り
o
幸
ひ
隙
な
る
故

K
、
今
夜
は
立
々
酬
し
候
へ

と
て
・
侠
を
防
し
、
か
け
向
ひ
に
居
て
、

世
上
の
匹
ど
も
を
酬
明
し
け
る
内
K
・
六
右
衛
門
去
ひ
け
る
は
、
我
等

隠
居
の
身
と
な
り
、
浮
世
主
一
筋
に
性
陀
入
れ
、
俳
の
道
を
の
み
願

候
へ
ど
も
・
中
主
仰
に
は
容
易
に
成
問
敷
と
存
候
に
付
吉
、
頃
日
は

一
向
仰
に
た
る
分
別
を
止
め
て
・
た
w
h

能
吉
六
右
術
門
に
成
る
べ
し

と
工
夫
し
て
噌
め
ば
、
い
つ
の
頃
よ
り
か
家
内
の
者
共
、
六
右
術
門

さ
ま
陀
は
仰
の
や
う
に
な
ら
せ
ら
れ
た
り
と
春
む
る
と
ぞ
附
い
た
し

け
れ
ば
、
光
市
つ
く
ん
¥
と
此
の

m
E聞
き
け
る
に
・
風
と
立
ち
て
、

"-p、

今
夜
は
俄
に
隊
入
の
事
出
来
し
た
り
。
ゐ
か
へ
り
あ
れ
と
い
ふ
。
六

布
街
門
甚
だ
不
興
止
が
ら
無
理
に
か
へ
し
・
観
光
市
は
か
の
泊
・
跡
の

御
腰
物
を
説
よ
り
取
出
し
、
疋
山
一部
の
測
を
ば
止
め
て
、
や
は
り
色
麻

や
が
て
江
戸
の
家
元
へ

下
し
け
る
花
、
家
元

民
て
正
宗
の
正
身
也
と
町
四
め
た
り
o
依
り
て
光
甫
よ
り
御
家
へ

上
げ

の
聞
を
極
上
に
し
て
、

け
り
と
な
!り
。
最
初
光
市
、
疋
宗
に
せ
ん
/
¥
と
仕
た
る
ゆ
ゑ

K
似

せ
も
の
に
成
り
、
家一冗
K
も
請
合
は
・
ヂ
0

M

m

る
K
常
隣
の
阿
世
上
の
側

に
し
た
れ
ば
・
共
上
は
正
宗
の
外
成
る
べ
き
も
の
な
し
。
放
に
家
元

に
て
も
正
宗
正
樹
め
た
り
と
。
按
宇
る
に
、
中
相
は
川
伸
治
元
年
中
納
言

利
常
卿
月
内
逝
後
の
都
民
て
、
会
談
中
抑
制
紀
卿
図
務
の
は
じ
め
頃
の

事
た
り
と
開
ゅ
。
但
し
右
党
麻
の
腰
物
は
・
無
銘
な
る
故
陀
、
後
K

正
宗
と
阿
世
め
た
る
な
る
べ
し
。
無
銘
物
は
、
本
阿
附
聞
の
似
め
に
て
・

治
鮮
と
も
疋
宗
と
も
・
共
作
休
に
蛾
り
て
阿
世
る
也
と
い
へ
り
。
利
常

卿
の
時
は
本
阿
弧
光
甫
へ

‘
寅
磁
の
名
剣
ど
も
の
手
入
方
を
ば
、
い

つ
も
命
ぜ
ら
れ
た
る
事
、
左
の
4
M
M

お
に
て
も
知
ら
れ
け
り
。
考
憶
に

も
と
今
袋
に
紀
減
す
。

新
首
時
五
図
際
之
御
わ
き
指
向
閲
光
之
御
わ
き
指
・
右
二
脱
指
下
し

申
候
。
国
光
樋
主
仕
候
て
、
と
と
の
ほ
か
見
事
に
慌
り
な
り
申
候
。

と
と
に
此
の
た
び
の
と
ぎ
に
て
御
わ
き
指
見
拝
民
協
な
り
申
候。

此

の
御
わ
き
指
口
口
口
新
旅
五
は
よ
そ
に
は
あ
り
か
ね
巾
候
。

一
、
凶
慣
は
口
ロ
ロ
御
格
仕
合
口
あ
わ
せ
巾
候
。

て
地
阿
国
光
長
義
・
貞
宗
三
ζ

し
の
口
口
口
口
も
只
今
指
下
し
申

候
。
御
鮮
さ
や
っ
か
は
常
月
廿
八
日
陀
出
来
仕
候
。

一
、
二
五
三
郎
並
に
相
州
物
の
御
っ
か
さ
や
只
今
逃
じ
申
候
。
御
合

候
て
御
用
の
時
御
上
げ
可
被
成
候
。

て
長
光
の
仰
と
し
物
も
近
日
出
来
仕
候
。
め
づ
ら
し
き
さ
め
取
出

し
出
・候
ゆ
ゑ
か
け
さ
せ
巾
候
。

一
だ
ん
見
事
に
御
ざ
候
。

一
、
三
郎
兵
へ
に
被
s
仰
付
-
候
御
道
具
、
ゆ
だ
ん
な
く
い
そ
ぎ
巾
・
候
。

刀
は
わ
た
く
し
方
へ
う
け
取
巾
候

m
.先
づ
/
¥
し
ら
さ
や
に
て
も

指
下
し
、
御
緋
へ
の
と
の
み
、
は
か
ま
い
り
不
v
申
候
ゆ
主
、
身
計
出

か
し
巾
・
候
。
口
口
口
口
御
怖
の
時
又
吉
宇
付
中
候
ゆ
車
、
可
ν
仕
ゃ
う

白山
a
御
座
-
口
口
仕
候
。
恐
也
述
言
。

七
月
甘
一
日

本

阿

蹴

光

甫

荒

六

兵

桜

人
h
k

御
中

一
経
緯
上
仕
候
。
の
御
ぢ
ん
脇
指
御
っ
か
・
さ
や
出
来
仕
候
問
、
只
今

建
都
九
郎
兵
術
般
に
御
下
し
候
桜
に
と
、
三
補
助
右
衛
門
殿
な
ど
へ

金
海
官
邸
志
港
四

相
政
し
申
候
。
御
鮮
は
見
事
、
右
之
ま
h
k
て
御
臨
候
。

下
略。

八
月

H
二
日

本

阿

繭

光

市

古

左

近

桜

左

門

様

人
々
御
中

ロ
ロ悶

因
み
に
云
ム
。
前
倒
家
陀
体
来
す
る
豹

一
文
字
の
腰
物
は
.
始
組
大

納
言
利
家
卿
の
指
料
慌
て
.
後
向
w
m
m
天
皇
の
御
作

.
E
桜
の
共
の
一

な
り
し
が
.
参
議
中
将
綿
紀
卿
の
時
、
二
候
左
大
将
吉
川
T
公
を
招
請

せ
ら
れ
、
卸
引
出
物
広
崎
町
ら
れ
た
り
。
共
の
頃
納
戸
車
中
行
右
刀
剣
の

由
緒
も
不
v
知
.
代
金
七
十
枚
許
の
道
具
と
命
ぜ
ら
れ
た
る
に
依
り

て
.
代
附
陀
任
せ
て
総
出
し
た
り
。
残
念
の
事
也
、
と
可
観
小
訟
に

戦
す
。
霊
碑
耐
類
は
悉
く
貞
享
年
中
に
取
制
べ
ら
れ
、
薪
，
丸
の
貸
出
陣
へ

約
め
ら
る
と
い
へ
ど
も
、
か
h

る
都
な
ど
に
て
他
家
へ
雌
散
す
る
も

あ
り
し
と
附
ゆ
。

O
傍
太
・
小
鍛
冶
霊
剣
家
庭

大
体
太
の
太
刀
小
鍛
治
の
長
刀
は
前
問
中
部
重
代
の
資
銀
民
て
、
開聞

務
中
は
務
侯
開
聞
東
参
勤
の
時
.
中
制
緩
鍛
の
太
刀
と
長
刀
と
を
替
L
K

守

訟
の
需
め
持
た
せ
ら
る
L
例
陀
て
、
共
の
鍵
叙
を
納
め
ら
れ
し
庇
植

を
ぽ
.
俗
K
天
一
柳
長
持
と
稀
し
、
道
中
甚
だ
鄭
震
の
扱
ひ
K
て
‘
路

七




